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1　a＝－18，b＝0

⇒ 　 yが最小の値をとるのは x ＝－6のときだから，

 a＝－    ×(－6)2＝－18

　 yが最大の値をとるのはx＝0のときだから，

 b＝0

2　5

3　a＝

⇒ 　次のような方程式をつくることができる。

                                       ＝－3

4⑴　点Ａの y座標　8

　２点Ａ，Ｂを通る直線の式　y＝－x＋4

⑵　Ｅ(3，    )
⇒ ⑵ 　△ＯＥＣ＝四角形ＯＤＢＣだから，点Ｅの x座標

をpとすると，

 　    ×4×p＝     ×(2＋4)×2

　これを解くと，p＝3

　したがって，点Ｅの y座標は， y＝     ×32＝

5⑴　ア

⑵　ウ

⑶　4

⇒ ⑶ 　△ＣＢＰ＝△ＡＯＰ×3だから，点Ｐの x座標をp

とすると，

 　    ×8×(16－    p2 )＝(    ×8×p)×3

　これを解くと，p＝－16，p＝4

　0＜p＜8だから，p＝－16は問題に適していな

い。p＝4は問題に適している。

6⑴　a＝

⑵①　    cm　　　②　－    ，－1

⇒ ⑴ 　点Ａの y座標は，y＝－    ×(－3)＋3＝

　 　したがって，y＝ax2に点Ａの座標(－3，　)を
代入して， aの値を求めればよい。

⑵ ①　２直線 y＝x＋4， y＝－    x＋3を連立して，

　x，yの値を求めると，x＝－    ，y＝

　 　よって，点Ｅの座標は(－    ，   )だから， 
点Ｑの座標は(－    ，   )である。

　 　点Ｒは，x＝－    のときのy＝     x2のグラフ

　上の点だから，その y座標は，

 y＝     ×(－    )
2
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したがって，ＱＲ＝     －    ＝

②　ア　－3≦x≦－2のとき

 (－    x＋3)－(x＋4)＝3　　  x＝－

 イ　－2≦x≦－    のとき

 (－   x＋3)－    x2＝3　x＝0，x＝－1

　 　－2≦x≦－    から，x＝－1

 ウ　－    ≦x≦2のとき

 (x＋4)－    x2＝3　　x＝1± 3

 　これらの値は，－    ≦x≦2の範囲にない。

 エ　2≦x≦4のとき

 (x＋4)－(－    x＋3)＝3　　x＝

 　この値は，2≦x≦4の範囲にない。

₇⑴　あ　4　　　い　16

⑵　変域　4≦x≦8，　式　y＝4 x

⑶　

⑷　イ

⑸　2 3，

⑹　 tの値　     ，　面積　     cm2

⇒ ⑶　2 x＋x＝32　　x＝

⑷　0≦x≦4のとき，

 y＝     ×x×x，すなわち，y＝x2

　4≦x≦8のとき，

 y＝     ×x×8，すなわち，y＝4 x

　8≦x≦      のとき，

 y＝     ×(32－3 x)×8，すなわち， 

 y＝128－12 x

⑸　0≦x≦4のとき，x2＝12　　x＝±2 3

 x≧0から，x＝2 3

　4≦x≦8のとき，4 x＝12　　x＝3

 この値は，0≦x≦4の範囲にない。

　8≦x≦      のとき，128－12 x＝12　　x＝

⑹ 　t秒後と 2 t秒後の△ＡＰＱ

の面積が等しくなるのは，右

の図から，4＜ t＜　 のとき

である。したがって，

 4 t＝128－12×2 t

 t＝

　このとき，y＝4×      ＝

10
3

2
9

28
9

1
2

8
3

2
3

1
2

1
2

2
3

2
3

1
2

2
3

1
2

4
3

32
3

29
3

32
7

128
7

32
3

1
2

1
2

32
3
1
2

32
3

29
3

16
3

32
7

32
7

128
7

イ

O tt t2t
4 3

32

yy

xx




